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東京外かく環状道路 東名ＪＣＴ Aランプシールドトンネル工事
今後の掘進作業に関するお知らせ

お問い合せ内容 お問い合せ先（代表）

・今後の掘進予定に関すること
・外環事業全般に関すること

中日本高速道路㈱ 東京支社 東京工事事務所
TEL：0120-016-285

（フリーダイヤル：平日9:00〜17:30）※12月29日〜1月3日は除く
e-mail アドレス mail-gaikan@c-nexco.co.jp

・工事に関すること
・工事中の振動・騒音などに関すること

東名ＪＣＴランプシールドトンネル工事担当
TEL：03-5727-8511（24時間工事情報受付ダイヤル）

令和 ６年 １月１２日
中 日 本 高 速 道 路 ( 株 ) 東 京 支 社 東 京 工 事 事 務 所
東日本高速道路（株） 関東支社 東京外環工事事務所
国土交通省 関東地方整備局 東京外かく環状国道事務所

令和２年１０月に調布市内で発生した東京外かく環状道路（関越〜東名）の工事における
地表面陥没・空洞事故により、住⺠の皆様に多大なご迷惑とご不安を与えてしまい、⼼よ
りお詫び申し上げます。

わたしたち事業者は事故以降、事故原因の特定、再発防止対策の具体的な検討を行い、
令和５年７月７日〜８日に、東名ＪＣＴランプシールドトンネル工事の状況および今後の
掘進などに関して、沿線にお住いの皆様を対象にオープンハウスを開催いたしました。

今般、東名ＪＣＴ Aランプシールドトンネル工事について、関係機関との調整、現場体
制の構築などの準備が整いましたので、掘進作業を２月１４日以降実施いたします。

掘進作業にあたっては、再発防止対策を踏まえ、施工状況や周辺環境をモニタリングし
ながら細⼼の注意を払いつつ、慎重に進めてまいります。

また、東名ＪＣＴ Ｈランプシールドトンネル工事については、シールドマシンの部品
の一部で変状が確認されたことから、掘進を一時停止し変状した部品の交換作業を行って
おります。Ａランプシールドトンネル工事においても、Ｈランプシールドトンネル工事で
の発生事象を踏まえた対応を行ってまいります。

作業にあたっては安全を最優先に実施してまいります。また、今後の掘進作業や家屋調
査に関すること、工事中の振動・騒音などが気になる方は、お手数ですが下記お問い合わ
せ先や、裏面の相談窓口にお問い合わせくださいますようお願いいたします。
※掘進作業にあわせて実施する、工事情報の提供について、裏面に記載しております。

●今後掘進作業を開始する東名ＪＣＴ Ａランプシールドトンネル工事

東名ＪＣＴ Ｈランプシールド
掘進状況(１月１２日時点)

今後の掘進予定東名ＪＣＴ Ａランプシールド
２月１４日以降 掘進開始

※現在は、掘進を一時停止しております

mailto:mail-gaikan@c-nexco.co.jp
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●シールドトンネル工事の掘進予定および工事情報の提供について
【通行規制】作業による通行規制はありません。

作業内容：シールドトンネル工事の掘進予定および掘進状況やモニタリング情報の提供
・シールドトンネル工事の進捗状況、振動・騒音、地表面のモニタリング情報を皆様にお知らせする

ため、掲示板に工事情報などを掲示いたします。

・併せてホームページにもシールドトンネル工事の掘進状況や
モニタリング情報をお知らせいたします。

＜ホームページでの公表＞ URL: http://tokyo-gaikan-project.com/

引き続き、工事へのご理解とご協力をお願いいたします。

東名ＪＣＴランプシールドトンネル工事に関して、相談窓口を開設しております。お気軽にご利用ください。
【場 所】東京都世田谷区喜多見７丁目３３番内

●相談窓口

【運営について】
・開所日：月曜日から金曜日（祝日は休み）
・開所時間：１０：００〜１７：００
・混雑した場合はお待ちいただくことがございます。予めご了承下さい。
≪お問合せ先≫ TEL：0120-016-285（フリーダイヤル：平日10:00〜17:00）

［相談ブース（イメージ）］

Aﾗﾝﾌﾟｼｰﾙﾄﾞ

※ と 印は、 １月１２日時点の
シールド機の位置を示しております。

：Hﾗﾝﾌﾟｼｰﾙﾄﾞ
：Aﾗﾝﾌﾟｼｰﾙﾄﾞ

（NEXCO東日本担当）
（NEXCO中日本担当）

：掲示板の設置箇所

掲示板設置イメージ

●都道多摩堤通りにおける地盤改良について
• Aランプシールドの都道多摩堤通り通過前に、喜多見大橋に接続する管を防護するために、地盤改良を実施

いたします。（令和６年２月下旬頃〜令和６年７月下旬頃まで）
• 地盤改良は高圧噴射攪拌工法を用いることから、施工時に周辺環境のモニタリングを行い、野川において気

泡が確認された場合等には、適切に対応いたします。

①ﾏｼﾝ据付 ②ﾏｼﾝ削孔 ③改良体造成 ④造成完了

[地盤改良工 施工手順（高圧噴射攪拌工法）]

削孔 硬化材
改良体

①マシン据付（準備）
②マシン削孔（ケーシングパイプによる削孔・ロッド挿入）
③改良体造成（硬化材と空気を土中に噴射し、土と混合攪拌）
④造成完了

［相談窓口（外観）］

http://tokyo-gaikan-project.com/

